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((ⅠⅠ))金沢工業大学の紹介金沢工業大学の紹介

(1)(1)建学の綱領、教育目標、行動規範建学の綱領、教育目標、行動規範 他他

(2)(2)組織的教育・研究力強化に向けて組織的教育・研究力強化に向けて

(3)(3)学びの「場」の拡大を目指して学びの「場」の拡大を目指して

平成平成2020年度の大学院・学部・学科構成と学生総数年度の大学院・学部・学科構成と学生総数

(4)(4)本学がイメージしている教育付加価値本学がイメージしている教育付加価値αα

(5)(5)金沢工業大学の教育改革の狙い・目標金沢工業大学の教育改革の狙い・目標
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１）挨拶・返事の励行（人間関係の基本）

２）皆出席・定刻出席（勤務態度）

３）予習・復習の実施（仕事の準備）

４）授業への集中（仕事に集中）

５）課題の提出期限厳守（仕事の納期厳守）

６）学習に必要な情報の収集（仕事に必要な
情報収集）

７）スケジュール管理（仕事の進捗状況）

８）キャンパス・教室内の美化（職場の美化）

９）学内・社会のルールを順守（倫理観）

Ｋ･･･Kindness of Heart 思いやりの心

Ｉ･･･Intellectual 知的好奇心

Ｔ･･･Team Spirit 共同と共創の

精神

Ｉ ･･･Integrity 誠実

D  ･･･Diligence 勤勉

Ｅ ･･･Energy 活力

Ａ ･･･Autonomy 自立

Ｌ ･･･Leadership リーダーシップ

Ｓ ･･･Self-Realization 自己実現

ＫＩＴ学生の行動特性ＫＩＴの行動規範

建学綱領 ：人間形成 技術革新 産学協同

教育目標 ：自ら考え行動する技術者の育成

(Ⅰ)金沢工業大学の紹介（１）

本学教育プログラムの認証、認定：
大学基準協会、高等教育評価機構の認証、JABEE：5学系10学科が認定を得ている。

44

((ⅠⅠ))金沢工業大学の紹介金沢工業大学の紹介(2)(2)

組織的教育・研究力の強化に向けて組織的教育・研究力の強化に向けて

本学教職員の本学教職員のFDFDととSDSDの基本姿勢：の基本姿勢：

学生の学生の達成感達成感を重視したを重視した｢｢高い教育付加価値高い教育付加価値｣｣

の追求を標榜して、の追求を標榜して、教職員一人ひとりの教職員一人ひとりの

個の能力開発個の能力開発とと

組織としての能力開発組織としての能力開発 に注力しつつに注力しつつ

組織的教育・研究力の強化を図ってきている。組織的教育・研究力の強化を図ってきている。

本学が、このほど受賞した本学が、このほど受賞した

「「全国企業品質賞全国企業品質賞 大賞」大賞」は、は、

本学の組織的総合力の一端が認められたものと考本学の組織的総合力の一端が認められたものと考

えている。えている。
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４学部１４学科
(2008年より)定員1480人

工学部

環境・建築学部

情報学部

⇒キャリア形成のための「学びの場」の一層の拡大を目指すと共に

卒業生の活躍の場の急拡大に呼応し、

応用バイオ学科（80）

応用化学科（80）

環境土木工学科（80）

機械工学科（200）

ロボティクス学科（100）

建築学科（160）

航空システム工学科（60）

建築都市デザイン学科（60）

電気電子工学科（160）
情報通信工学科（60）

情報工学科（200）

情報経営学科（60）

心理情報学科（60）

メディア情報学科（120）

バイオ・化学部

学士（工学）

学士（理工学）

学士（情報学）学士（工学）

理学・工学融合分野
への更なる発展 Web2.0革命に合わ

せた情報・社会融合
分野への新たな展開

金沢工業大学の紹介(3)学びの｢場｣の拡大

（160）

（300）

（580）

（440）

学生総数：7196人、大学院：工学研究科10専攻、心理科学研究科1専攻、

教員数：328人、教授の56%が企業出身、研究所11、研究センター19

教育付加価値の更なる向上を目指す

6

本学がイメージしている「教育付加価値」α

α

入学時点 卒業時点

教育システム αの中身：例えば、

◆「社会へ出て自分を活かして
生きていける自信」、
◆自分を活かせる「場」の主体
性指向の気づきと自己成長度
◆「XXができる自信」、
◆「志、自己実現に向けた手応
え」など
◆自己成長型の学び方と生き方
の修得手応え
◆「自分の未来に対する確信」

△ △

(Ⅰ)金沢工業大学の紹介(4)
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(Ⅰ)金沢工業大学の紹介(5)教育改革の狙い･目標

学生の学生の「意欲」「意欲」とと「自主性」「自主性」を引き出すを引き出す。。
達成度の自己点検：そのためのポートフォリオ達成度の自己点検：そのためのポートフォリオ

授業授業 課外学習課外学習
学習スタイルの確立学習スタイルの確立

年間３００日の学習支援年間３００日の学習支援

「学び「学びの質の質」」の向上の向上

「気づき」から「意欲」を引き出す
「気づき」から「自己変革」する
自己成長型教育に向けた仕組み作り

個々の学生の自己実現を支援する

特色ＧＰ：３件、現代ＧＰ：６件、
大学院GP：１件

達成感の重視

88

((ⅡⅡ))社会が求める人材像社会が求める人材像

(1)(1)入社まで入社まで(1)(1) 脱偏差値脱偏差値傾向と国際化傾向と国際化

(2)(2)入社まで入社まで(2)(2) 格差拡大格差拡大の傾向の傾向

(3)(3)社会へ出てから社会へ出てから(1)(1)人材の分担人材の分担//人材力の定義人材力の定義

(4)(4)社会へ出てから社会へ出てから(2)(2)人財・人材の分担内容人財・人材の分担内容

(5)(5)社会へ出て自分を活かして朗働するために社会へ出て自分を活かして朗働するために

(6)(6)社会人基礎力・社会人基礎力・人間力人間力の定義の定義 いろいろいろいろ
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((ⅡⅡ))｢｢社会が求める人材像社会が求める人材像｣｣入社まで（１）入社まで（１）
脱偏差値傾向脱偏差値傾向とと国際化国際化 ：： 本物を見極め得る選考へ本物を見極め得る選考へ

大学名を言わせない大学名を言わせない面接方式の広がり、面接方式の広がり、

新入社員の新入社員の履歴書を燃やす履歴書を燃やす企業など。企業など。

海外の大卒技術者の採用数海外の大卒技術者の採用数≫≫国内採用日本人技術国内採用日本人技術

者数。技術力、学力の海外技術者との直接競争時者数。技術力、学力の海外技術者との直接競争時

代へ。国内の偏差値尺度は通用しない方向へ。代へ。国内の偏差値尺度は通用しない方向へ。

入社後３年間が勝負：本当の入社試験である。入社後３年間が勝負：本当の入社試験である。

他方、行動特性他方、行動特性((コンピテンシーコンピテンシー))など自己の過去など自己の過去

((小学生時代以降小学生時代以降))の生き方や自己成長の足跡を問の生き方や自己成長の足跡を問

われる。われる。行動設計能力行動設計能力の確認が行われる。の確認が行われる。

自己成長型の生き方や学び方自己成長型の生き方や学び方((後述後述))は、社会に出は、社会に出

ててからも活かされる。からも活かされる。サラリーマンのサラリーマンのFAFA制制も。も。

1010

((ⅡⅡ))｢｢社会が求める人材像社会が求める人材像｣｣入社まで（２）入社まで（２）
格差拡大の傾向格差拡大の傾向((全国的傾向全国的傾向))

採用したい人材特性は多くの企業に共通。採用したい人材特性は多くの企業に共通。

内定総件数の内定総件数の８０８０％を３０％％を３０％のの学生が獲得学生が獲得(18(18年年
度度55月末月末))３０３０%%の人材は、学生生活を含む過去のの人材は、学生生活を含む過去の
生き方を通じて企業が生き方を通じて企業が「採用したい人材特性」「採用したい人材特性」((後後
述述))を獲得している。を獲得している。１１人で人で ５社の内定を得る学生５社の内定を得る学生
数：数：理工系は理工系は、文系の約５倍。、文系の約５倍。

しかし、しかし、３０３０％％の学生の学生((内定コレクター内定コレクター))にも悩みにも悩み：１社に：１社に
絞りきれない。内定ブルー現象絞りきれない。内定ブルー現象((自分を活かせる場について自分を活かせる場について
の主体性指向の気づきと自己実現意識や意欲の不足の主体性指向の気づきと自己実現意識や意欲の不足))これらこれら
は、キャリア教育の範疇。は、キャリア教育の範疇。

待ち伏せ型で「リベンジ」型のキャリア転進能力の格差待ち伏せ型で「リベンジ」型のキャリア転進能力の格差もも
拡大。拡大。なお、理なお、理工工系のニートは少ない系のニートは少ないといわれる。といわれる。
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(Ⅱ) 社会が求める人材像(社会へ出てから(１))

マインド

・人間力

学力・スキル

超人財(1)
人 財

人 材

高度専門職業人

高度研究開
発型人材

人材力＝学力×人間力(2)

ー人材の分担と人材力の定義式ー

1212

((ⅡⅡ))社会が求める人材像社会が求める人材像 ((社会へ出てから社会へ出てから(2))(2))

◆超人材◆超人材 ０からＸを生む０からＸを生む。。
概念の創造、概念の創造、 破壊的イノベーションの破壊的イノベーションの
原理・新方式の着想原理・新方式の着想 担い手、長期的視野、洞察力担い手、長期的視野、洞察力

◆人財と人材◆人財と人材
解決すべき問題群の解決すべき問題群の ＸをＮＸに育てる。ＸをＮＸに育てる。
設定力設定力 性能の向上。性能の向上。
技術の融合・結集による技術の融合・結集による スケールメリットの追求スケールメリットの追求
問題群の解決力問題群の解決力 機種の豊富化、低価格化、機種の豊富化、低価格化、
要素技術の増強・革新力要素技術の増強・革新力 環境配慮環境配慮
チームで仕事をする能力チームで仕事をする能力 使い易さの追求使い易さの追求 などなど

変化に対応して新しい価値を生める。

ー人材の分担内容ー
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ーー社会へ出て自分を活かして「朗働」するためにー社会へ出て自分を活かして「朗働」するためにー
スキル・学力スキル・学力××人間力人間力((社会人基礎力を含む社会人基礎力を含む))の他にの他に組組
織風土織風土((環境環境))とのマッチング特性とのマッチング特性も重要。も重要。

スキル・学力(基礎・専門)

組織風土との相性
インターリレーショ
ナルな特性、環境
とのマッチング特性

人間力
人柄、人間性

マインド

チームで仕事を
する能力

組織には育てきる
気迫が求められる

牢働ではなく朗働(1)を求めて

(Ⅱ)社会が求める人材像(5)

1414

ーー社会人基礎力・人間力の定義社会人基礎力・人間力の定義((出典別出典別))ーー

(1)(1)北畑隆生北畑隆生 経済産業省政策局長の私的研究経済産業省政策局長の私的研究

会会(2006(2006年２月年２月))

(2) (2) ｢｢人間力戦略ビジョン人間力戦略ビジョン｣｣文部科学省広報文部科学省広報２２

５号５号((平成平成1414年９月年９月3030日日))

((３３) ) ｢｢人間力戦略研究会報告書人間力戦略研究会報告書｣｣ 内閣府諮問機内閣府諮問機

関関 、平成、平成1515年年44月月1010日）日）

(4) (4) 本学の人間力本学の人間力((社会人基礎力を含む社会人基礎力を含む))の定義の定義

教育現場で指導教育現場で指導((達成度の確認達成度の確認))可能な項目可能な項目

(Ⅱ)社会が求める人材像(6)
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定義（１）「社会人基礎力」に関する研究会

2006年２月 北畑隆生 経済産業省政策局長の私的研究会

前に踏み出す力（アクション）
一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力
主体性＝物事に進んで取り組む力
働きかけ力＝他人に働きかけ巻き込む力
実行力＝目的を設定し確実に行動する力

考え抜く力（シンキング）
疑問を持ち、考え抜く力
課題発見力＝現状分析し目的や課題を明らかにする力
計画力＝課題解決のプロセスを明らかにし準備する力
創造力＝新しい価値を生み出す力

チームで働く力（チームワーク）
多様な人とともに目標に向けて協力する力
発信力＝自分の意見を分かりやすく伝える力
傾聴力＝相手の意見を丁寧に聴く力
柔軟性＝意見の違いや立場の違いを理解する力
情況把握力＝自分と周囲との関係性を理解する力
規律性＝社会のルールや人との約束を守る力
ストレスコントロール力＝ストレス発生源への対応力

16

人間力の定義(2)(3)
新しい時代を切り拓くたくましい日本人の育成のための指導理
念（ 「人間力戦略ビジョン」文部科学省広報25号、平成14年９月30日）

社会を構成し運営するとともに、自立した人間として力強く生き
ていくための総合的な力（『人間力戦略研究会報告書』 内閣府諮問機
関 、平成15年4月10日）

定義（４）金沢工業大学の定義「社会に適応できる能力」
・社会で自分を活かして生きていける力
・あらゆる人とのコミュニケーションを円滑に図り、ひとりの大人
として責任ある行動がとれる力
① 自立と自律（チャレンジ精神、自己管理能力）
② リーダーシップ（統率力、指導力）
③ コミュニケーション能力（意思・感情・思考を伝達する能力）
④ プレゼンテーション能力 （提示・発表する能力）
⑤ コラボレーション能力（協働・協調する能力）

教育現場において指導、または、評価可能な項目：本学ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
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(Ⅲ)金沢工業大学の試み
(1)本学学生の持ち味、特徴と伸ばし方
(2)本学の実践各論ー150日を300日にー

正課と課外を共に最大限活かして
「学力×人間力」(2)を育てる仕掛け

①「基礎ガッチリ型の学力」をつけ
るための自学自習環境の構築

冬期冬期

150日から300日へ

②社会人基礎力を含む「人間力」
を育てる仕掛けの構築。

③主体性指向の気付きと
自己成長を促すための
「目的別ポートフォリオシス
テム」の構築。

④組織的教育力発揮のための施策。

1818

本学の学生には右図の赤線のように本学の学生には右図の赤線のように得得
意軸に尖り意軸に尖り((他流試合で好成績を残せる他流試合で好成績を残せる
レベルレベル))を持つ者が多く、を持つ者が多く、おとなしく、おとなしく、
真面目で誠実で、粘り強い。反面、良い真面目で誠実で、粘り強い。反面、良い
意味での「厚かましさ」がやや不足。意味での「厚かましさ」がやや不足。
自信が持てれば、一歩前へ出る力にも繋が自信が持てれば、一歩前へ出る力にも繋が
る。他方、ゴム紐に喩えれば、伸びる余地る。他方、ゴム紐に喩えれば、伸びる余地
を大きく残して入学してきており、「挑戦を大きく残して入学してきており、「挑戦
して失うものが無い」強みを持つ。して失うものが無い」強みを持つ。

学生が、在学中に自分の学生が、在学中に自分の得意軸得意軸に気付き、在学中にに気付き、在学中に自分の自分の
可能性に賭けつつ、可能性に賭けつつ、自己成長方式自己成長方式((後述後述))でその能力を伸ばし、でその能力を伸ばし、
自信が持てる仕掛け自信が持てる仕掛けを構築すべきであると考えている。を構築すべきであると考えている。

すなわち、学生が主体的に「自ら行動し、自ら学び、達成すなわち、学生が主体的に「自ら行動し、自ら学び、達成
度を自己点検」して「達成感」を味わい、それを次の行動設度を自己点検」して「達成感」を味わい、それを次の行動設
計に結び付けることを可能にする仕掛けや環境を整えるべき計に結び付けることを可能にする仕掛けや環境を整えるべき
であると考えた。であると考えた。

((１１))本学学生の持ち味、特徴と伸ばし方本学学生の持ち味、特徴と伸ばし方
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本学学生の得意軸の尖り
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（２）（２）金沢工業大学の実践各論金沢工業大学の実践各論
正規の授業と課外活動正規の授業と課外活動を最大限活かしたを最大限活かした
「「学力学力××人間人間力力」を育てる仕掛け」を育てる仕掛け150150日を日を300300日日にに

① 基礎ガッチリ型の学力をつける仕掛け
入学前の添削指導と入学後のフォロー、同一科目の後追い授
業、工学基礎教育センター、自学自習用 ee--LearningLearningシステシステ
ムム(KIT(KIT数学ナビゲーション他：年間アクセス件数数学ナビゲーション他：年間アクセス件数3636万件万件))、
専門基礎教育センター、自己開発センター (資格取得)、24
時間自習室、ライブラリーセンター(図書館)など。

② 「社会人基礎力」 を含む「人間力」を育てる仕掛け
穴水湾自然学園での研修(海洋活動(後述)を含む)」は、本学
開学以来続けている。技術者向けの新教養教育と言える「技
術者入門」「日本学」「科学技術者倫理」を必修化して個々
の学生が、社会で活かせる形で各自が「行動を設計」するこ
とを学ぶ。(平成19年度特色GPに採択された)

更に、「チームで仕事をする力」を養うため、更に、「チームで仕事をする力」を養うため、正課の正課の

2020

カリキュラムの支柱として、カリキュラムの支柱として、Project Based Team LearningProject Based Team Learning
(PBTL)(PBTL)科目科目((科目呼称：科目呼称：工学設計工学設計((平成平成77年度より実施年度より実施)) ：：
2020年度より年度よりプロジェクトデザインプロジェクトデザイン科目と呼称を変更科目と呼称を変更))他を設け他を設け
ている。工学設計科目群では、ている。工学設計科目群では、多くの課外の時間を使って行多くの課外の時間を使って行わわ
れるれるチーム活動、グループ討議を経て、プロジェクトをチーム活動、グループ討議を経て、プロジェクトを遂行す遂行す
る。る。

この科目群の履修を通じてこの科目群の履修を通じて探求するテーマ探求するテーマを自ら見つける。を自ら見つける。
このテーマを探究する過程でこのテーマを探究する過程で背伸び背伸び((化ける原動力化ける原動力))をして知をして知
能が育つ能が育つ。また、探究心が満たされ達成感を味わうと、結果。また、探究心が満たされ達成感を味わうと、結果
的に基礎学力の獲得にも自信が持てるようになる。的に基礎学力の獲得にも自信が持てるようになる。

この他、この科目群の履修を通じて、この他、この科目群の履修を通じて、コミュニケーション、コミュニケーション、
リーダーシップ、プレゼンテーションの各能力と共に協調性、リーダーシップ、プレゼンテーションの各能力と共に協調性、
情報の収集と選別・識別能力などの育成が行なわれる。情報の収集と選別・識別能力などの育成が行なわれる。

なお、チーム活動とグループ討議を通じてなお、チーム活動とグループ討議を通じてリーダーシップリーダーシップ
を発揮しつつチームを引っ張り、周りの学生がそれを認めるを発揮しつつチームを引っ張り、周りの学生がそれを認める
Ｚｉｐｆ構造的過程Ｚｉｐｆ構造的過程(3)(3)で存在感を示しつつ自信を得る学生で存在感を示しつつ自信を得る学生
が顕在化する。かかる学生は、通常の座学形式の正課授業だけが顕在化する。かかる学生は、通常の座学形式の正課授業だけ
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では、頭角を現さないように思われる。では、頭角を現さないように思われる。
いろいろな科目群を用意し、そのいずれかの科目で頭角をいろいろな科目群を用意し、そのいずれかの科目で頭角を
表し、自信が得られるよう、自信を獲得する場面、機会の豊表し、自信が得られるよう、自信を獲得する場面、機会の豊
富化を可能にしている。富化を可能にしている。

このチーム活動のこのチーム活動の課外版課外版としてとして「夢考房」「夢考房」を設け、建設的を設け、建設的
で、かつ放牧的に「学生が持つで、かつ放牧的に「学生が持つ尖り軸を活かし伸ばそうと提案さ尖り軸を活かし伸ばそうと提案さ
れたれたプロジェクトプロジェクト」に対して「他流試合の奨励と資金・設備的支」に対して「他流試合の奨励と資金・設備的支
援」をしている。最近の援」をしている。最近の夢考房活動の成果夢考房活動の成果としては、としては、

◆◆NHKNHK大学対抗ロボットコンテスト大学対抗ロボットコンテスト国内優勝国内優勝(2007)(2007)
同同ABUABU世界大会世界大会 優秀技術賞受賞優秀技術賞受賞(2007)(2007)

◆◆HondaHondaエコノパワー燃費競技エコノパワー燃費競技全国大会優勝全国大会優勝((2006)2006)
同上大会に自作エンジンにて初参加同上大会に自作エンジンにて初参加全国大会優勝全国大会優勝(2007)(2007)

◆◆ACMACM国際大学対抗プログラミングコンテスト国際大学対抗プログラミングコンテスト::本学本学((学部生学部生))
は、東大、京大は、東大、京大 などと共に国内予選をなどと共に国内予選を通過通過(2007)(2007)
参加チーム数参加チーム数::257257、、4040チームがアジア地区予選出場。チームがアジア地区予選出場。

◆◆JAVAJAVAチャレンジチャレンジ優勝優勝(2006)(2006)。決勝戦では、東大と対戦。。決勝戦では、東大と対戦。
◆ロボカップ◆ロボカップ世界大会準優勝世界大会準優勝(2003, 2004)(2003, 2004)

2222

なお、「プロジェクトデザイン教育」と「夢考房」は、教なお、「プロジェクトデザイン教育」と「夢考房」は、教

育支援センターの育支援センターの11つでもあるつでもある「工学設計教育センター」「工学設計教育センター」にに

より運営されている。また、これらの活動は、より運営されている。また、これらの活動は、平成１５年度平成１５年度

の特色ＧＰの特色ＧＰに採択された。に採択された。

③主体性指向の気付きと自己成③主体性指向の気付きと自己成

長を促がすため長を促がすため目的別ポート目的別ポート

フォリオシステムフォリオシステム((修学、キャ修学、キャ

リア、工学設計、達成度リア、工学設計、達成度))を構を構

築し築し、活用している、活用している((後述後述))

なお、個々の学生は、なお、個々の学生は、全員パソコンを所有全員パソコンを所有し、学内と学生し、学内と学生

のアパートにのアパートに合計合計9,0009,000箇所の情報コンセントが設置するな箇所の情報コンセントが設置するな

どど、ＩＴインフラ、ＩＴインフラ(IBM Z(IBM Z--99、サーバー、サーバー::170170台台))を整備してを整備していい

る。る。((ポートフォリオシステムを活用した自己成長型教育ポートフォリオシステムを活用した自己成長型教育 は、は、

平成平成1818年度の特色年度の特色GPGPに採択されている。に採択されている。))
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④組織的教育力発揮のために④組織的教育力発揮のために
正課と課外の学習や活動を支援する正課と課外の学習や活動を支援する77つの教育支援センつの教育支援セン

ターは、大学とは独立した教育支援機構所属ターは、大学とは独立した教育支援機構所属とし、各センとし、各セン
ターが、融合的、相乗的な教育効果を発揮できるようターが、融合的、相乗的な教育効果を発揮できるよう教育支教育支
援担当副学長を委員長とする委員会運営をしている。援担当副学長を委員長とする委員会運営をしている。

支援センター連絡会を月一回開催し、支援センター連絡会を月一回開催し、PDCAPDCAを回している。を回している。

約約８０８０の多彩な課外の多彩な課外
教育プログラムを教育プログラムを
提供提供。。年間延べ年間延べ１５１５
万人万人の学生がの学生が、、自自
ら進んで課外学習ら進んで課外学習
を実践するとを実践すると共に共に、、
自習室をはじめと自習室をはじめと
する自学自習の場する自学自習の場
の利用学生数は、の利用学生数は、
年間延べ年間延べ１２０万人１２０万人。。バイオ学部

学部学部

24

課外課外教育プログラムの推進（企画調整部の役割）教育プログラムの推進（企画調整部の役割）

各各支援センター支援センター自己点検書自己点検書
（年１回）（年１回）

プロセスマネジメント研修プロセスマネジメント研修
（ＪＱＡセルフアセッサー研修）（ＪＱＡセルフアセッサー研修）

Copyright © 2007Kanazawa Institute of Technology

支援機構支援機構連絡会議（月１回）連絡会議（月１回）

学生ニーズの把握

○○学生ニーズの把握学生ニーズの把握

-6-
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自然

仲間

穴水湾自然学苑
「人間と自然ⅠⅡⅢ」

２泊３日の研修

海洋活動、グループ討議、

プレゼンテーション

１～３年次必修科目

体験を通した人間力の育成

人を思いやる心、共同の精神、自律、
および日本人としての心を涵養する

自然との共生、畏敬についての理解を養う

26
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「プロジェクトデザイン科目」の位置づけと人間力

チーム活動
知的好奇心

共同と共創の精神
リーダーシップ

実社会に強い技術者を育てる教室での授業：畳水練、

プロジェクトデザイン：
プールで泳ぐ

夢考房：海で遠泳

学生の潜在能力発
現の場となり、自信
を得た学生が顕在
化する。

28

工学設計（プロジェクト デザイン）教育の発表会

工学設計Ⅰ：１年生

Planning : 計画

工学設計Ⅱ：２年生

Ｐ＋Doing : 設計・製作

工学設計Ⅲ：４年生

Ｐ＋Ｄ＋Check : 分析・評価

教室内の
プレゼンテーション

キャンパス内の
ポスターセッション

学外参加者も含めた
プレゼンテーション
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課外活動を支援するための環境

工学基礎教育センター
数学、物理、化学を個人指導

自前の専任教員を置き、独自のテキスト
を作成し、学内で行う。「KIT流学びの奨
めセミナー」を行い、勉強の仕方も教える。

年間15,000人が利用(18年度)

30

課外活動を支援するための環境

自習室 （７号館）
１年（３６５日）を通じて24時間利用可能

240席、冷暖房完備、情報コンセント完備

つづき
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KITポートフォリオシステム

• 修学ポートフォリオ
– 「修学基礎ⅠⅡⅢ」で、「１週間の行動履歴」と「各期の達成度自己評価」を登録

• キャリアポートフォリオ
– 「進路ガイド基礎」で、過去の様々な経験、在学中の体験、将来への展望を登

録し、３年次の「進路セミナーⅠⅡⅢ」につなげる

• 自己評価レポートポートフォリオ
– 修学基礎科目・専門科目及び課外活動における自己評価を登録

• 工学設計（プロジェクト デザイン）ポートフォリオ
– 工学設計（プロジェクト デザイン）Ⅰ・Ⅱにおける成果物と自己評価を登録

• 達成度評価ポートフォリオ：平成19年度開始
– １～3年次冬学期に、1年間の反省と次年度に向けての目標を登録

– 具体的には、上記の各ポートフォリオシステムの成果物をサマリー化し、これら
を俯瞰して振り返る事により、自己成長の軌跡と修学の自覚・自信・反省から、
技術者になる意義と意欲を高める

学生一人ひとりのポートフォリオ情報を記録・蓄積して、大学生活における向上過程
を顧み、将来への展望を構築する、下記ポートフォリオの集合体
①自学自習の姿勢を身につける ②生活スタイルを確立する ③自己の目的指向を高める

3232

ＫＩＴポートフォリオシステムの全体像

キャリアポートフォリオ 修学ポートフォリオ 自己評価レポート

自分史、卒業後、在学中
まとめ

各学期回顧と来期の展望 授業科目、課外活動に関する
自己評価レポート

ポスター
口頭発表スライド
工学設計報告書

能力の状況とその
向上に関する自己
評価

(達成度評価ポートフォリオシステム（ポートフォリオサマリー）

修学・進路・学内活動に関する自己診断、行動履歴

工学設計ポートフォリオ

工学設計成果物と達成度の自己評価

既存システム

特色ＧＰ補助事業

既存システム

学生１人ひとり学生１人ひとり
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ポートフォリオ基幹科目「修学基礎ⅠⅡⅢ」の概要

１年間（春・秋・冬学期各１単位）を通した学生指導（修学と生活）

自己管理（修学ポートフォリオ：行動履歴、達成度自己評価）

★「主体性をもった人物に育つための準備作業」

本学の各種授業スタイル（講義、講話聴講、演習〈グループ討議、
プレゼンテーション〉）の体験

キャンパスラリー、ＬＣツアー、企画（バーベキューパーティー）、研
究室訪問など、教室から離れた活動の体験

前項を通しての日本語表現方法の量的体験

大学適応促進科目

１日、１週間、１学期間、１学年
修学・生活の自己管理とタイムマネジメント
気づき ：何を省き、何に取り組むか

34

KIT カウンセリングセンター

◆修学、生活面での悩みごと

(入学ブルー現象、父親のリストラ、友人関係、自宅の被災)
◆心理的な問題解決(ホームシック、家族の病気、諸々の葛藤)
◆「プレゼンテーション不安軽減プログラム」（講習会）

☆専門カウンセラー 毎週事例報告会開催

顧問・専任２名、大学教員兼任６名、

非常勤３名、事務２名

・カウンセリング、リラクセーション、心理テスト

・電話、相談箱、電子メールなどの相談受付

・「学生との建設的なコミュニケーションを促進するためのヒント」
（本学教職員対象の冊子）
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一週間の行動履歴

回顧と展望

修学ポートフォリオ修学ポートフォリオ

エントリー画面

文部科学省文部科学省 大学教育改革プログラム大学教育改革プログラム

合同フォーラム・高等学校関係者対象の分科会合同フォーラム・高等学校関係者対象の分科会

36

ポートフォリオについてのアンケート

大変有益 有益 肯定率

16年 ２期 6.2% 58.7% 64.9% 
３期 9.3% 68.5% 77.8% 

17年 １期 19.0% 71.7% 90.7% 
２期 16.0% 70.3% 86.3%
３期 18.0% 69.4% 87.4%

18年 １期 17.7% 72.4% 90.1%
２期 13.7% 64.5% 78.2% 
３期 20.7% 68.1% 88.8%

「行動履歴」や「回顧と展望」は自分を見つめ直し自己評
価を行うものですが、あなたにとってこの作成は有益と考
えますか。
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キャリア教育の実質化をキャリア教育の実質化を自己成長型自己成長型でで(5)(5)

個々の学生が、正課と課外の各種の仕掛けを通じて個々の学生が、正課と課外の各種の仕掛けを通じて在学中在学中

に気付いた得意能力に気付いた得意能力の延長戦上で「社会でのやりたい仕事」の延長戦上で「社会でのやりたい仕事」

やそれを通じての「自己実現目標」や「キャリア形成目標」やそれを通じての「自己実現目標」や「キャリア形成目標」

をポートフォリオ上に書き込むと同時にその達成度の自己点をポートフォリオ上に書き込むと同時にその達成度の自己点

検を通じて軌道修正や次の行動設計が行なわれ、検を通じて軌道修正や次の行動設計が行なわれ、最終的に自最終的に自

分でもその選択が妥当であると思える「進路選択」や「キャ分でもその選択が妥当であると思える「進路選択」や「キャ

リアデザイン」へと導かれる。リアデザイン」へと導かれる。言うまでもなく、言うまでもなく、自己成長型自己成長型

の学び方や生き方は、当然の学び方や生き方は、当然 卒業後の生き方にも引き継がれ卒業後の生き方にも引き継がれ””
活かされる活かされる””。他方、キャリアデザイン通りの人生を送る人は。他方、キャリアデザイン通りの人生を送る人は

、、1414～～20%20%と言われる。それ以外の人は、と言われる。それ以外の人は、「予期せぬ出会「予期せぬ出会

いをいを活かした人生」活かした人生」を送っている。そのような出会いを確実を送っている。そのような出会いを確実

に活かすためにも、キャリアデザインを柔軟な発想で見直しに活かすためにも、キャリアデザインを柔軟な発想で見直し

つつつつ予期せぬ出会いを待ち伏せ予期せぬ出会いを待ち伏せするよう奨めている。するよう奨めている。
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キャリア形成機会の豊富化キャリア形成機会の豊富化
ーー産学・地域連携教育の場の開拓産学・地域連携教育の場の開拓ーー

企業との関係構築のために：企業との関係構築のために：
人材開発セミナー人材開発セミナー((過去過去1515
回主要回主要55都市で開催：今年都市で開催：今年
度の参加企業総数：度の参加企業総数：1,7001,700
社、社、2,1842,184名名((人事関係者人事関係者))

◆◆産学共同教育研究プロジェクト産学共同教育研究プロジェクト
楽天プロジェクト楽天プロジェクト((新規インターネットビジネスの開拓新規インターネットビジネスの開拓))
学内ベンチャー企業モデル学内ベンチャー企業モデル((NTTNTTドコモ北陸との連携プロジェクトドコモ北陸との連携プロジェクト))

金沢市中心街金沢市中心街((広坂地区広坂地区2121世紀美術館周辺世紀美術館周辺))月見光路月見光路プロジェクトプロジェクト

アルミハウスプロジェクトアルミハウスプロジェクト 他他

産学連携、地域連携による産学連携、地域連携による
「学びの場」の創出「学びの場」の創出：： 東京会場：ホテルニューオータニ 1,000人参加

◆◆本学独自のインターンシップ本学独自のインターンシップ
平成18年度の現代GPに採択
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高校までの自分史

キャリアポートフォリオキャリアポートフォリオの書き込み例の書き込み例

自分の特性と目標

在学中の取り組み

大学卒業後のキャリア像

過去過去

現在現在

将来将来

体験
と

情報
文部科学省文部科学省 大学教育改革プログラム大学教育改革プログラム

合同フォーラム・高等学校関係者対象の分科会合同フォーラム・高等学校関係者対象の分科会
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徹底した進路サポート(4)

全教員が行う徹底した進路指導
– 約６０名の進路アドバイザー教員

– 教授（専門）の５６％が企業出身。

– 平素の教員との接触により実社会

の技術者像に触れると共にRJPを
可能にする。

充実したキャリアデザイン教育
– １年：進路ガイド基礎

– ３年：進路セミナー

– 早期から目的指向型の学生を育成

就職支援

– 東京、大阪、名古屋へ就職支援無料バスを運行
・東京 （50便）1,071名 ・大阪（26便） 343名
・名古屋（24便） 254名 （H18年度実績）

– 東京に「ＫＩＴ就職プラザ in Tokyo」を設置

– 22500件以上の企業情報データーベース

◆GCDFの資格取得者5人(職員)が、学生のキャリアカウンセリングを担当。
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本学の教育が達成している

教育付加価値αのイメージ

α

入学時点 卒業時点

教育機関・システム

就職内定率：９９．８％、上場・大手
企業(3億円以上、300人以上)※へ
の内定比率：７０%(学部)、９０％（大
学院)、進路把握率：１００％、入学

時には入れなかった大学の学生と
入社式で肩を並べるなど。

一流企業に採用された学生の出身
大学は、全国730大学中100大学。
本学は、100大学に入っている。

αの中身：ここでは、進路決定
力とその必達力 など

上場・大手企業　0.9%上場・大手企業
０．９％

国内総企業総
数1,617,500社
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工過去５年間の主な就職先(100大学に入っている)

トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業、
ソニー、富士通、 ＮＥＣ、日本ＩＢＭ、
三菱電機、東芝、日立製作所、松下電器産業、
三菱重工業、シャープ、キヤノン、任天堂、
JR東海、デンソー、積水ハウス、富士重工業、
大日本印刷、大和ハウス工業、清水建設、
小松製作所、オリンパス、アイシン精機、
横河電機、 アルプス電気、富士ゼロックス、
ＹＫＫ、北陸電力、澁谷工業、キリンビール、
中外製薬 他
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おわりに

本学では、「キャリア教育」の要素を含む自己成長型の学び方
や生き方が、身につけられるよう「主体性指向の気付き」の仕
掛けを本学の教育システムの中に組み込んでいる。本学学生に
は、「もの作り指向」の学生が多く、昨今の埋め込みS/Wの規
模急拡大(エアバス:10億行、自動車:1億行、因みに、銀行のオ
ンライン:1億行、WindowsXP:4千万行)へ対応できるS/Wスキ
ルの育成なども今後の課題であると考えている。
なお、本学が行なう幾つかの試みは、企業関係者、卒業生、在
学生と教職員を対象に毎年行われる総合アンケート調査の結果
を反映させつつ見直し、PDCAを回している。学生の進路選択
を含むキャリアデザインは、保護者にとって「第二の子育て」
の側面もあり、保護者の理解や保護者との連携にも力を入れて
いる。今後も本学の学生にとって必要とされる「高度専門職業
人」育成のための「教育」を学生の達成感を重視しつつ追求し、
「本学独自」の方式を進化させ続けたいと考えている。
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました

金沢工業大学金沢工業大学

宮宮本本 紀男紀男

miyamoto@neptune.kanazawamiyamoto@neptune.kanazawa--it.ac.jpit.ac.jp
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